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（契約の目的） 
第１条 この契約は、甲の運営するまちなかフジ保育園に入園する児童（以下「園児」と 

いう。）について、甲が提供する保育その他の便宜に関し必要な事項を定めることを
目的とします。 

２ 甲は、園児に対し、児童福祉法等の趣旨にしたがって、保育所保育指針（平成３０
年３月２８日厚労告１４１）に基づき、安心して生活できる保育環境を提供すると
ともに、乙は甲に対し保育料及びその他提供される保育に関連する便宜に要する費
用を支払います。 

 
（契約期間） 
第２条 この契約の期間は、別紙１のとおりとします。 

 
（保育の計画） 

第３条 甲は、保育所保育指針に則り、保育課程及び指導計画を作成し、園児の発達過程に
応じた保育を実践します。 

 
（提供する保育の内容及び保育を提供する時間） 
第４条 甲は、「重要事項説明書」に記載されているとおり保育を提供します。なお、個別

の契約内容については別紙１のとおりとします。 
 
（利用契約時間等） 
第５条 利用する曜日及び時間は、別紙１のとおりとします。 

２ 前項の契約時間を超えて、緊急その他やむを得ない理由により保育が必要になっ 
た場合は、乙は事前に当園へ連絡するものとします。 

３ 乙は、午前９時３０分までに園児を登園させるものとします。 
４ 乙は、園児が欠席又は遅刻（園児の登園が午前９時３０分以降となる場合をいう 

となる場合は、午前９時までに甲が定める連絡先へ連絡するものとします。 
 

（利用料金） 
第６条  

1  乙は、保育サービスの対価として、支給認定証の発行を行った市町村が定める利用
者負担額（月額保育料）を甲に支払うものとします。 

2  甲は、緊急その他やむを得ない理由等により地域型保育給付費の法定代理受領がで
きない場合は、乙から特定地域型保育費用基準額の支払いを受けるものとします。
この場合、乙が支給認定の発行を行った市町村から適切に教育・保育給付を受けら
れるよう、甲は特定地域型保育提供証明書の交付その他必要な措置を講じるものと
します。 

3  乙は、前３項に揚げる額の他、別紙２に記載する保育の提供における便宜に要する
費用を甲に支払うものとします。 

 
4  甲は、別紙２に記載する費用の請求にあたっては、乙が保育の利用を開始する前に、

あらかじめ乙に対しサービスの内容、金額その他支払いを求める理由について説明
を行い、同意を得るものとします。 

5  月途中における入退所があった場合の保育料は、次に定める算式により算出して 

得た額とする。 

保育料（月額）÷在籍期間中の開所日数（当該日数が２５日を超える場合は２５日）×

登園日数  

６ 1 ヵ月全日欠席児童の月額保育料については、所定の月額保育料の７割とする。また、

１日でも出席した場合は、その月の保育料は減額しない。 

7  保育料額に１０円未満の端数が生じた場合は、端数を切り捨てる。 



 2

８ 乙が期日までに利用料等を支払わず、かつ甲が文書等により督促を行ってもなお 

  未納の場合には、法令に基づき、滞納金に対して年１４．６％ 

  （納期限の翌日から１か月を経過する日までの期間については年７．３％） 

  の率により算定した延滞金を加算する場合があります。 

  なお、延滞金の利率については、法令の変更に伴い、変動する可能性があります。 

９ 利用料等の未払いまたは滞納が通算して３回（３か月分）以上生じた場合には、 

  園の運営に支障を来すおそれがあるため、市町村に報告のうえ協議し、利用の継続が困

難となる場合があります。 

10 当園は、小規模保育事業所Ａ型として運営しており、延⾧保育は実施しておりません。 

11 行政が定める認定保育時間を超えて保育を利用した場合の取扱いについては、 

  別紙２に定める利用可能時間および超過時の取扱いに関する項目の定めによるもの 

とします 
 
（利用料金の支払方法） 
第７条 甲は前条第 1 項に定める利用者負担額を、毎月乙に請求し、乙は甲へ現金又は口座

引落の方法で支払うものとします。 
２ 前条第４項の料金について、甲は明細を付して翌月乙に請求し、乙は請求があった

月の指定日に甲へ支払うものとします。 
３ 退園する場合の精算料金については、第 1 項及び第 2 項に関わらず、甲は明細及び

支払い期限を付して指定日に乙に請求し、乙は甲へ支払います。 
４ 甲は、乙から料金の支払いを受けたときは、利用者に領収書を発行します。 

＜保育料の徴収方法＞ 
集金代行委託業者(以下、「チャイルドケアウェブ（株）」)より、毎月自動口座振替にて集金
いたします。自動口座振替の手数料は、園負担とします。 
何らかの理由で自動引き落とし出来なかった場合、園に直接その月のうちに現金にてお支払
いください。 
引き落し日の翌月 10 日を超えてお支払いされた場合、事務手数料 500 円(税込) が発生いた
します。 
ただし、金融機関の休業日（土日祝日・ゴールデンウィーク等）により引き落とし結果の確
認が遅れた場合は、この限りではありません。 
その他の諸費用等についても原則口座振替にてお支払いください。 
 
（連携施設との連携） 
第８条 甲は、「重要事項説明書」に記載されている連携施設と連携し、保育の質の向上に努

めるものとします。 
 

（説明義務） 
第９条 甲は、契約に基づく内容について、乙からの質問等に対して適切に説明します。 
 
（健康管理、緊急時の対応等） 
第１０条  甲は、常に園児の健康の状況に注意するとともに、健康状態の維持管理に 
     適切な措置を講じます。 

２ 甲は、園児の体調急変等の緊急事態が発生した場合には、乙の指定する医療機関
及び緊急連絡先等へ速やかに連絡を行います。 

３ 保育中に園児がけがをした場合は、甲は応急措置、医療機関への搬送その他適切
に処置を行うとともに、乙に対し説明を行うものとします。 

 
（児童虐待防止のための措置） 
第１１条  甲は、園児への虐待を防止するため、保育に従事する職員に児童虐待防止啓発   

のために定期的研修を実施します。 
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（秘密の保持） 
第１２条 甲は、業務上知り得た園児やその家族等の秘密を保持します。 

２ 甲の職員であった者について、業務上知り得た園児やその家族等の秘密を保持さ
せるため、職員でなくなった後においても、これらの秘密を保持すべき旨を、職
員との雇用契約の内容としています。 

３ 甲は、連携施設、教育・保育施設及びその他関係機関等に対し、園児やその家族
等に関する情報を提供する際は、あらかじめ文章により利用者の同意を得ること
とします。 

 
 
 
 
 

 （苦情解決） 
第１３条 乙は、当園が提供した保育サービスに関して苦情がある場合は、「重要事項説明書」

に記載されている苦情相談窓口及び第三者委員に苦情を申し立てる 
     ことができます。 

２ 甲は、苦情が申し立てられた時は速やかに事実関係を調査し、その結果、改善の
必要性の有無及びその方法について、乙に報告します。 

３ 甲は、乙が苦情を申し立てた場合に、これを理由として、乙に対し一切の差別待
遇をしません。 

 
（契約の終了） 

第１４条 乙は、第 2 条に定める契約期間満了日より前に契約を終了する場合は、退園予定
日の３０日以上前までに文書で甲に通知することにより、この契約を解除するこ
とができます。また、甲又は甲の職員が以下の事項に該当する行為を行った場合
には、乙はただちに契約を解除することができます。 

（１） 正当な理由なく重要事項説明書及び当該利用契約書に定める保育      
サービスを実施しない場合 

（２） 秘密の保持（守秘義務）に違反した場合 
（３） 法令等の社会信義に反した場合 

２ 甲は、事業所の休止又は廃止等のやむを得ない事情がある場合には、乙に対し 
一箇月間の予告期間をおいて、理由を示した文書で通知することにより、この契
約を解除することができます。ただし乙が以下の事由に該当する場合にはただち
に契約を解除することができます。 

（１）乙が甲に支払うべき保育サービスに係る利用料金を３箇月以上滞納し、
期間を定め再三催告したにもかかわらず支払わない場合 

（２） 乙が、児童福祉法又は子ども・子育て支援法に定める支給要件に該当
しなくなったとき 

（３） 天災、災害その他やむを得ない理由により事業所を⾧期にわたって利
用させることができない場合 

 
 

（損害賠償） 
第 15 条 甲は、保育サービスの提供によって事故が生じた場合には、速やかに四日市市、      

関係市町村及び利用者の家族などに連絡して必要な措置を講じます。また、事故
状況及び処置について記録します。 

２ 甲は、保育サービスを提供するにあたって、甲の責に帰すべき事由により利用者
に損害を与えた場合には、速やかに賠償します。 

 
（協議事項） 
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第１６条 契約に定められていない事項について問題が生じた場合には、甲は児童福祉 法
等の関係諸法令の定めるところに従い、乙と誠意をもって協議するものとします。 

 
（重要事項説明確認） 
第１７条 契約の締結に当たり、甲は乙に対し、別に作成する重要事項説明書に基づき重要

事項の説明を行い、乙はその内容を了承したものとします。 
 
（その他留意事項等） 
第１８条 当該利用契約に定めるもののほか、入園、利用に当たっての詳細な留意事項等に

ついては、別途甲が作成する入園のしおりにおいて提示するものとします。 
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別紙 1 個別の契約内容 
 
１ 契約期間（第２条関係） 

 
令和＿＿年＿＿月＿＿日から令和＿＿年＿＿月＿＿日までとします。 

 
２ 利用する曜日（○で囲む）（第５条第１項関係） 

 
月曜  火曜  水曜  木曜  金曜  土曜 

   
３ 利用する時間（第５条第１項関係） 

 
＿＿＿時＿＿＿分 から ＿＿＿時＿＿＿分まで 

ただし、最終登園時間は午前９時３０分までとします。 
 
<備考>  

 

 
４ 緊急時の対応（第１０条第２項関係） 

 園児に病状急変等の緊急事態が発生した場合には、乙（保護者）の指定する以下の医
療機関及び緊急連絡先等へ速やかに連絡を行います。 

児童の 
かかりつけ 
医療機関 

 
医療機関名： 
 
診療科： 
 
主治医： 
 
所在地： 
 
電話番号： 

緊急連絡先① 

 
住所： 
 
電話番号： 
 
氏名： 
 
続柄： 

緊急連絡先② 

 
住所： 
 
電話番号： 
 
氏名： 
 
続柄： 
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別紙２  利用者負担金 （第６条第４項及び第５項関係） 
 

時間外保育に係る利用者負担金 
 
（１） 保育標準時間認定に係る時間外保育料  

 １８時から１９時まで利用した場合         １回 5００円 
 

（２） 保育短時間認定に係る時間外保育料 
   ７時    から ８時 30 分まで利用した場合    １回 3００円 

   １６時３０分から１８時まで利用した場合         １回 3００円 
 
 

 
上記の契約を証するため、本書 2 通を作成し、甲、乙が記名捺印のうえ、各 1 通を 
保有するものとします。 
 
 
令和   年   月   日 
 
 
甲  
 事 業 者 名   社会福祉法人 フジ福祉会 
          まちなかフジ保育園 
 事業者所在地   三重県四日市市西新地 14-23 ｸﾞﾗｼﾞｵｰｿ 1 階 
 代 表 者   園⾧ 藤谷 珠美  印 
 
 
 
 
乙 
 
 保護者住所                                                              

 
 

児 童 氏 名                                    
 
 
保護者氏名                印       児童から見た続柄                   
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まちなかフジ保育園 重要事項説明書 

保育の提供の開始にあたり、当園があなたに説明すべき内容は次のとおりです。 

１ 運営主体 

名称 社会福祉法人 フジ福祉会 

所在地 三重県四日市市西新地 14-23 グラジオーソ 1 階              

電話番号 059-324-0044 

代表者職氏名 理事⾧ 藤谷 竜大 

２ 利用施設 

施設の種類 小規模保育事業所 A 型 

施設の名称 まちなかフジ保育園 

施設の所在地 三重県四日市市西新地 14-23 グラジオーソ 1 階 

連絡先 
電話番号   059-324-0044 

FAX     059-324-0440 

管理者 藤谷 珠美 

対象児童 
児童福祉法及び子ども・子育て支援法の定めるところにより、 

保育を必要とする 0 歳児、1 歳児及び 2 歳児 

利用定員 
１歳児及び２歳児  ９ 人 

０歳児       ３ 人 

開設年月日 平成２８年４月１日 

  ３ 事業所の目的・運営方針 

まちなかフジ保育園（以下「当園」という。）は、以下の運営方針に基づき、保育を必要と

する児童を日々受け入れ、保育を行う事を目的とします。 

（１） 当園は、保育の提供に当たっては、入園する乳児及び幼児（以下「園児」という。）

の最善の利益を考慮し、その福祉を積極的に増進することに最もふさわしい生活の場

提供するよう努めます。 

（２） 当園は、保育に関する専門性を有する職員が、家庭との緊密な連携の下に、園児の状

況や発達過程を踏まえ、養護及び教育を一体的に行います。 

（３） 当園は、園児の属する家庭や地域との様々な社会資源との連携を図りながら、園児の

保護者に対する支援及び地域の子育て家庭に対する支援等を行うように努めます。 

４ 施設・設備等の概要 

（１） 施設 

敷地 敷地全体 125.05 ㎡ 
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園庭（代替地） 10,825 ㎡ 

園舎 
構造 RC 造 

延べ床面積 65.25 ㎡ 

 

（２） 主な設備 

設備 部屋数 備考 

保育室・乳児室 1 室  

調理室 1 室 ランチルーム 

   

 

５ 職員の設置状況 

職種 員数 備考 

管理者 1 常勤 

保育士 7 常勤３ 非常勤 5 

調理員 2 事業所の職員 

※当園では、「四日市市保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例に定める基準に

基づき、保育の提供に必要な職種について配置しています。 

※常勤・非常勤の内訳は、職員の異動に伴い変動する場合があります。 

 

〈各職種の勤務体系〉 

職種 勤務体系 

管理者 7:00～18:00 の時間帯において週６６時間勤務する 

保育士 勤務時間帯 ７：00～18：00 

調理員 給食を提供するに必要な時間 

※ローテーションにより、各保育士の勤務日及び勤務時間は異なります。 

※職務の都合上、上記とは異なる勤務時間帯となることがあります。 

 

６ 保育を提供する日 

 保育を提供する日は、月曜日から土曜日とします。ただし、 

年末年始（12 月 29 日から 1 月 3 日）及び祝祭日は休園となります。 

 

７ 保育を提供する時間 
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 保育を提供する時間は、次のとおりとします。 

 

□ 保育標準時間認定に係る保育時間 

保育標準時間認定に係る支給認定証を市町村から交付されている方の場合、7 時  

から 18 時までの範囲内で、保育を必要とする時間となります（実際に保育を提供す

る日及び時間帯は、就労時間その他保育を必要とする時間を勘案し、当園との協議

のうえで保護者ごとに個別に決定します）。 

なお、7 時から 18 時までの範囲以外の時間帯において、やむを得ない理由により 保

育が必要な場合は、18 時から 19 時までの範囲内で、延⾧保育を提供いたします（延

⾧保育の利用に当たっては、通常の保育料の他に、別途利用者負担が必要となりま

す。 

 

□ 保育短時間認定に係る保育時間 

保育短時間認定に係る支給認定証を市町村から交付されている方の場合、 

8 時 30 分から 16 時 30 分までの範囲内で、保育を必要とする時間となります（実

際に保育を提供する日及び時間帯は、就労時間その他保育を必要とする時間を勘案

し、当園との協議のうえで保護者ごとに個別に決定します）。 

なお、8 時 30 分から 16 時 30 分までの範囲以外の時間帯において、やむを得ない

理由により保育が必要な場合は、7 時から 8 時 30 分まで又は 16 時 30 分から 18 時

までの範囲内で、延⾧保育を提供いたします。（延⾧保育の利用に当たっては、通

常の保育料の他に、別途利用者負担が必要となります。） 

 

□ 最終登園時間 

保育標準時間認定、保育短時間認定のいずれの認定を受けた場合であっても、最終

登園時間は 9 時 30 分となっております。都合によりやむを得ない場合を除き、 

9 時 30 分までに登園していただきます。 

 

８ 提供する保育等の内容 

 当園は、保育所保育指針（平成 30 年 3 月 28 日厚労告 141）を踏まえ、以下の保育そ

の他の便宜の提供を行います。 

 

（１） 特定地域型保育及び延⾧保育の提供 

上記 7 に記載する時間において、保育を提供します。 

（２） 食事の提供 

児童の年齢に応じ、以下の時間帯に食事の提供を行います。 

 午前間食 昼食 午後間食 備考 

0 歳児 9 時 30 分頃 11 時 10 分頃 

 
15 時 00 分頃  

1 歳児 9 時 30 分頃 11 時 10 分頃 15 時 00 分頃  

2 歳児 9 時 30 分頃 11 時 30 分頃 15 時 00 分頃  

※ 献立表は毎月別途お知らせします。 
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※ 食物アレルギー等、体質に合わない食材があればご相談ください。 

 

９ 利用料金 

（１） 特定地域型保育に係る利用者負担（保育料） 

支給認定証の発行を行った市町村が定める利用者負担（月額）を当園にお支払いいた

だきます。月の途中で退所する場合については、日額利用者負担額をお支払いいただ

きます。 

（２） 保育の提供に要する実費に係る利用者負担金等 

（１） に掲げる利用者負担額のほか、別表に掲げる費用を負担していただきます。 

（２） お支払い方法については別途お知らせします。 

 

１０ 利用の終了に関する事項 

当園は、以下の場合には保育の提供を終了いたします。 

（1） 園児が満 3 歳に達したとき（ただし、満 3 歳に達した年度の 3 月 31 日までは保

育を提供いたします）。 

（2） 児童の保護者が、児童福祉法又は子ども・子育て支援法に定める支給要件に該当

しなくなったとき 

（3） その他、利用の継続について重大な支障又は困難が生じたとき 

 

１１ 連携施設 

当園は、保育を適正に実施し、当園における保育終了後も継続的に児童の受け入れ

先が確保されるよう、次に掲げる事項に係る連携協力を行う教育・保育施設を確保

しております。 

 

 

 

（１） 連携内容 

ア 園児に集団保育を体験させるための機会の設定、その他保育の内容に関する支援 

イ 代替保育（当園の職員の病気、休暇等により特定地域型保育を提供することができ

ない場合に、当園に代わって提供する保育をいう。）の提供 

ウ 当園における保育の提供終了に際しての当該児童の継続的な受け入れ 

 

（２） 連携施設 

ア  幼保連携型認定こども園フジ保育園 

運営主体 社会福祉法人 フジ福祉会 

所 在 地 四日市市東坂部町 150-4 

連携内容 

 

・乳幼児卒園後の受け入れ ・相談・助言支援  

・集団保育支援 ・代替保育の提供 

電話番号 059-331-4128 

 

 

１２ 嘱託医 
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  当園は、以下の医療機関を嘱託医としています。 

 

（1） 小児科 

医療機関の名称 医療法人 尚豊会 みたき健診クリニック 

医院⾧名 担当医 岩田 康 

所在地 四日市市生桑町菰池 450-3 

電話番号 0120-177-667 

（2） 歯科 

医療機関の名称 元町歯科 

医院⾧名 水谷 隆弥 

所在地 四日市市元町 9-2 

電話番号 059-355-4858 

 

 

１３ 緊急時の対応 

お預かりしている園児に病状急変等の緊急事態は発生した場合には、保護者の指定

する医療機関及び緊急連絡先等へ速やかに連絡を行います。 

 

 

 

１４ 要望・苦情等に関する相談窓口 

当園では、要望・苦情等に係る窓口を以下のとおり設置しています。 

 

当 園 

ご利用相談窓口 

・窓口担当者 藤谷 珠美 

・ご利用時間 平日 9：00～17：00   

・電話番号 059-324-0044 

 FAX   059-324-0440 

担当者が不在の場合は、当園職員までお申し出ください。 

第三者委員 

谷口 周司 
電話番号 090‐5108‐9600 

役職・肩書き：四日市市議会議員 

樋口 龍馬 
電話番号 080‐4300‐4688 

役職・肩書き：四日市市議会議員 

※当園では、上記のほか、園内に要望・苦情等に係る投函箱を設置しています。 

 

その他、要望・苦情等に係る窓口は以下のとおりです。 

四日市市市役所 保育幼稚園課   059-354-8172      

  三重県運営適正化委員会（三重県社会福祉協議会内） 059-224-8111 

 

 

１５ 非常災害時の対策 

非常時の対応 別途に定める、消防計画書により対応致します 
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建物の耐火構造 耐火建築物 

防災設備 

・自動火災報知機 有 ・誘導灯    有 

・ガス漏れ報知機 有 ・非常警報装置 有 

・非常用電源  有  

・その他、カーテン、敷物、建具等の防災処理 有 

避難・消火訓練 避難及び消火の訓練は、毎月 1 回以上実施します。 

 

 

１６ 当園におけるその他の留意事項 

喫煙 当園の敷地内はすべて禁煙です。 

宗教活動、政治活動 

営利活動 

利用者の思想、信仰は自由ですが、他の利用者に対する 

宗教活動、政治活動及び営利活動はご遠慮ください。 

 

 

当保育園における保育の提供を開始するに当たり、本書面に基づき重要事項の説明を行

いました。 

 

事業書名 ：  まちなかフジ保育園 

説明者職名 ： 管理者  氏名 藤谷 珠美 

 

私は本書面に基づいてまちなかフジ保育園の利用に当たっての重要事項の説明を受け、

同意する。 

 

                      令和     年    月    日 

 

保護者住所：                             

 

児童氏名 ：                  

 

保護者氏名：                    印 

 

児童から見た続柄 ：       
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別表 

 

1 延⾧保育に係る利用者負担金 

 

□ 保育短時間認定に係る延⾧保育料 

 ア  7 時から 8 時 30 分まで利用した場合１回あたり 300 円 

イ 16 時 30 分から 18 時まで利用した場合 1 回あたり 300 円 

 

注： 

※同じ日に、アの時間帯（7 時から 8 時 30 分まで）時間帯（16 時 30 分から 18 時まで共に

利用した場合は、それぞれの延⾧保育料が必要となります。 
※いかなる場合でも利用可能時間（18:00:00）を超えた場合は延⾧保育料とは別で延⾧保育

超過料として園児様お 1 人あたり 2,000 円を徴収いたします。また、15 分ごとに 2,000
円が加算されていきます。 


